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研究論文

中学生の対人ストレスイベントと対処行動に関する研究

藤村 元太1) 平野 嘉彦2) 藤猪 省太3) 服部 洋兒4)

金子 修己5) 村松 常司6)

【要旨】本研究では中学生の効果的な対人ストレス対処策定のために,中学生872名の対人ストレスイベン

ト,ストレス対処行動,社会的スキル,セルフェスティームを調査して,それらの相互の関連を追究した。

その結果,①ストレス反応が弱いほど積極的対処行動が多く,ストレス反応が強いほど消極的対処行動が

多い。②セルフェスティームが高いほど積極的対処行動が多く,ストレス反応が弱く,社会的スキルが高

い。③社会的スキルが高いほど積極的対処行動が多いことが分かった。いずれの場合においてもセルフェ

スティームならびに社会的スキルが高いほど好ましい結果が示された。以上,中学生のストレス反応,ス

トレス対処行動はセルフェスティーム,社会的スキルとの関連が大きいことが示されたことから,中学生

の好ましいストレス対処行動獲得には,セルフェスティームや社会的スキルを高める視点からの教育支援

が重要であることが示唆された。
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I.はじめに

ストレスという用語を生体に生じる生物学的

な変化を表す概念として医学の分野に取り入れ

たのはセリエである。彼は刺激と反応を区別し,

環境からの要求をストレッサー,これによって

引き起こされる非特異的な生物学的反応をスト

レスと定義している。従って,セリエのストレ

スとはストレス反応に相当する。ストレッサー

のインパクトはストレッサーの性質や自身の対

処可能性についての評価,そして実際にどのよ

うに対処するかによって左右されると考えられ

る。ストレス反応をもたらすかは生起した出来

事とそれを経験している個人との関係によって

規定されるものである。

ストレスに対する子どもの表現として,落ち

着きなく多動になったり,キレて暴れ出したり,

食行動異常などが現れる。不登校や摂食障害,

少年犯罪や自殺等もストレスに対する顕著な行

動だと言える‰忍耐力やコミュニケーション能
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力といった社会的スキルの不足あるいは欠如が

このような行動に影響していると推測できる4)。

文部科学省が告示した新学習指導要領の保健

分野に「不安,悩みへの対処の仕方について理

解できるようにする(小学生)」5),「ストレスに

適切に対処するとともに心身の調和を保つこと

が大切である(中学生)」6),「欲求やストレスに

適切に対処するとともに自己実現を図るよう努

力していくことが重要である(高等学校)」7)と

いう項目が新たに加えられている。このことか

らも学校教育においてストレス対処に関する支

援教育を行うことが重要視されてきていると言

える。

セルフェスティームは自尊心と訳され,高い

セルフェスティームを持つ子どもは上手に目標

設定して,自分かうまくやれることを予想し,

目標に積極的に向かっていくので,その努力が

報われやすく,逆に低いセルフェスティームを

持つ子どもは自分を疑い,優柔不断であるため

に能力を発揮しにくいことが報告されている8)。

社会的スキルは対人場面で行われるものであ

るから,これが不足していると対人関係を開始

することも維持することも発展させることも難

しくなる。友人関係をうまく築けない子ども達

は社会的スキルの不足が指摘されており≒人間

関係を円滑にするためには獲得しなければなら

ないスキルと考えられている。
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村松ら1o)は大学生のセルフェスティーム,社

会的スキルと対人ストレスイペント,対処行動

との関係を追究し,セルフェスティームや社会

的スキルが高いほど積極的対処行動が多く,対

人ストレスイベントに上手く対処しており,大

学生の対人ストレスイベントにおける好ましい

対処行動獲得にはセルフェスティームや社会的

スキル向上を視点にした支援が重要であること

を報告している。近藤ら11)の高校生の対人スト

レスイベントと対処行動の関連をみた研究でも

同様な知見が報告されている。

本研究では中学生の上手なストレス対処行動

獲得に向けての健康教育の工夫につなげるため

に,中学生の対人ストレスイベントや対処行動

を調査するとともにセルフェスティームと社会

的スキルを調査し,相互の関連を追究した。

Ⅱ.研究方法

1。調査対象

調査対象は知多地区の公立A中学校,公立B

中学校の1~3年生907名であり,有効回答数は

872名(男子415名,女子457名)であった。

2.調査期間

調査は平成18年11月上旬から中旬にかけて各

中学校において実施した。

3.調査方法

調査は無記名自己記入法によって行い,各中

学校に配布し,後日回収した。

4.調査内容

調査内容は以下の項目に分けた。

(1)対人ストレスイベンントの経験の有無と程

度

橋本12)による対人ストレスイベント尺度30項

目を使用し,対人ストレスの経験の有無と程度

を調査した(表1参照)。

(2)社会的スキル

戸ヶ崎ら13)の社会的スキル尺度(中学・高校

生用)25項目を使用し,社会的スキルの程度を

調査した(表3参照)。

(3)ストレス対処行動

宗像14)のストレス対処行動尺度(積極的対処

行動8項目,消極的対処行動9項目)17項目を

使用し,対処行動の程度を調査した(表4参

照)。

(4)セルフェスティーム

セルフェスティームの測定にはRosenbergのセ

ルフェスティーム尺度日本語版10項目を使用し

た1‰

5。分析方法

(1)対人ストレスイペント

対人ストレスイベント30項目(表1参照)に

ついて最近3ヶ月の経験の有無を尋ねた。経験

があった場合にはそれが自分に与えた影響を

「全く気にならなかった」1点,「あまり気にな

らなかった」2点,「つらかった」3点,「非常

につらかった」4点の4段階で回答させ,合計

をストレス得点とした。

(2)社会的スキル

社会的スキル25項目(表3参照)について尋

ねた。 1,2,8,9,10,11,12,19,21,23,25の11項目は「全

くあてはまらない」1点,「あまりあてはまらな

い」2点,「少しあてはまる」3点,「よくあて

はまる」4点の4段階で回答させ,

3,4,5,6,7,13,14,15,16, 17,18,20,22,24の14項目は

「全くあてはまらない」4点,「あまりあてはま

らない」3点,「少しあてはまる」2点,「よく

あてはまる」1点の4段階で回答させ,合計を

社会的スキル得点とした。

(3)ストレス対処行動

ストレス対処行動17項目(表4参照)につい

て尋ねた。積極的対処行動8項目は「たいてい

そうする」3点,「しばしばそうする」2点,

「そうしない」1点の3段階で回答させ,合計し

たものを積極的対処行動得点とした。消極的対

処行動9項目は「たいていそうする」3点,「し

ばしばそうする」2点,「そうしない」1点の3

段階で回答させ,合計を消極的対処行動得点と

した。

(4)セルフェスティーム

10項目についてそれぞれ4段階で回答させ,

4点Likert型尺度として行い,「そう思う」4点,

「ややそう思う」3点,「ややそう思わない」2

点,「そう思わない」1点の4段階で回答させ,

逆転項目は逆に得点化を行い,合計をセルフェ

スティーム得点とした。

6.比較方法

データ処理はSPSS for Windows ver.lOを使用し

た。回答の割合の比較にはχ2検定を,2群間の

平均値の差の検定にはt検定を行い,また,多

群間の平均値の差の検定には一元配置分散分析

を行い,多重比較にはBonferroni ( 5 %水準)を

使用した。

Ⅲ.結 果

1.全体ならびに性別比較

(1)対人ストレスイベントの有無

表1に示すように,対人ストレスイベントは
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「あまり親しくない人と会話した(61.5%)」が最

も多く,以下「自分の言いたいことが上手く相

手に上手く伝わらなかった」,「自慢話や愚痴な

ど聞きたくないことを聞いた」が続いた。性別

に有意差のみられた項目は「あまり親しくない

人と会話した」,「自分の言いたいことが相手に

上手く伝わらなかった」をはじめ15項目あり,

いずれも女子が高かった。

(2)対人ストレス反応の程度

表2は対人ストレスイベントの経験が「ある」

とした者のうち,その経験が「つらかった十非

常につらかった」の割合,すなわちその出来事

の影響が大きかったとする割合を示した。割合

が最も高かった項目は「知人に嫌な思いをさせ

た(61.4%)」であり,以下「知人とどのように

付き合えばいいのか分からなくなった」,「周り

の人から疎外されていると感じるようなことが

あった」が続いた。性別に有意差のみられた項

目は「知人に嫌な思いをさせた」,「知人から責

められた」をはじめ11項目あり,いずれも女子

表1.対人ストレスイベントの「経験あり」の割合(性別比較)
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が高かった。

(3)社会的スキル

表3は社会的スキルの「少しあてはまる十よ

くあてはまる」の割合,逆転項目では「全くあ

てはまらない十あまりあてはまらない」の割合

を示した。「自分に親切にしてくれる友達には親

切にしてあげる(92.0%)」が最も多く,以下

「友達がよくしてくれたことにはお礼を言う」,

「休み時間に友達とおしゃべりしない」が続いた。

性別に有意差のみられた項目は「自分に親切に

してくれる友達には親切にしてあげる」,「友達

がよくしてくれたことにはお礼を言う」をはじ

め13項目あり,いずれも女子が高かった。

(4)ストレス対処行動

表4の積極的対処行動は「たいていそうす

る十しばしばそうする」,消極的対処行動は「そ

うしない」の割合を示した。「信頼できる人に相

談する(90.1%)」が最も高く,以下「困難に立

ち向かい努力して乗り越える」,「勉強や趣味に

集中する」が続いた。男子の方が有意に高かっ

表2.対人ストレスイベントの「つらかった十非常につらかった」の割合(性別比較)
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た項目は「泣きわめいたり,取り乱したりする」,

「友達の家に遊びに行く」をはじめ6項目あった。

また,女子の方が有意に高かった項目は「信頼

できる人に相談する」,「それを人に話し,気持

ちを分かってもらう」をはじめ3項目あった。

(5)セルフエステイーム得点

セルフエステイーム得点(標準偏差,以下S.D.)

は男子25.3 (5.0),女子22.8 (4.8)であり,男子

の方が有意に高かった。学年別では,男子1年

生26.1 (4.4), 2年生24.6 (5.5), 3年生25.0

(5.1)であり,学年間に有意差(P<0.05)がみ

られ,多重比較では2年生<1年生であった

(P<0.05)。また,女子1年生23.5 (4.4), 2年生

21.9 (4.6), 3年生22.9 (5.2)であり,女子も学

年間に有意差(P<0.05)がみられ,多重比較で

は2年生<1年生であった(P<0.05)。

(6)ストレス得点

ストレス得点(S.D.)は男子19.7 (18.3),女子

27.9 (21.5)であり,女子の方が有意に高かっ

た。

(7)社会的スキル得点

社会的スキル得点(S.D.)は男子77.7 (9.0),

女子79.8 (8.6)であり,女子の方が有意に高か

った。学年別では,男子1年生79.3 (8.7), 2年

生77.5 (8.62), 3年生76.3 (9.2)であり,学年

間に有意差(P<0.05)がみられ,多重比較では

3年生<1年生であった(P<0.05)。また,女子

1年生79.6 (8.8), 2年生78.6 (8.3), 3年生81.2

表3.社会的スキルの「少しあてはまる十よくあてはまる」の割合(性別比較)
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(8.6)であり,女子も学年間に有意差(P<0.05)

がみられ,多重比較では2年生<3年生であっ

た(P<0.05)。

(8)対処行動得点

積極的対処行動得点(S.D.)は男子17.1 (3.2),

女子16.6 (2.8)であり,男子の方が有意に高か

った。消極的対処行動得点(S.D.)では男子14.7

(3.0),女子15.3 (3.2)で女子の方が有意に高か

った。

2.セルフェステイーム3群,社会的スキル3

群からの比較

(1)グループ分け

1)セルフェスティームによる3群分け

セルフェスティーム得点は男子25.3 (5.0),女

子22.8 (4.8)であることから,それぞれ平均

の-1S.D未満を低群,±lS.D.以内を中群,+1S.D.

より上を高群として3群に分けた。男子の415名

は低群(65人),中群(296人),高群(54人)と

なり,女子の457名は低群(61人),中群(328人),

高群(68人)となった。

2)社会的スキルによる3群分け

社会的スキル得点は男子77.7 (9.0),女子79.8

(8.6)であることから,セルフェスティームの群

分けと同様に3群に分けた。男子の415名は低群

(67人),中群(275人),高群(73人)となり,

女子の457名は低群(76人),中群(308人),高

群(73人)となった。

(2)セルフエステイーム3群からの比較

1)ストレス対処行動

表5に示す通り,男子の積極的対処行動はセ

ルフエステイーム3群間に有意差がみられ,多

重比較では低<中<高であった。また,消極的

対処行動は3群間に有意差がみられ,多重比較

では高<中・低であった。表6に示す通り,女

子の積極的対処行動は3群間に有意差がみられ,

多重比較では低<中・高であった。また,消極

的対処行動は3群間に有意差がみられ,多重比

較では高<中・低であった。

2)ストレス得点

表7に示す通り,男女ともストレス得点はセ

ルフエステイーム3群間に有意差がみられ,多

重比較では高<中。低であった。

3)社会的スキル得点

表8に示す通り,男女とも社会的スキル得点

はセルフエステイーム3群間に有意差がみられ,

多重比較では低<中<高であった。

表4.ストレス対処行動の「たいていそうする十しばしばそうする」の割合(性別比較)
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(3)社会的スキル3群からの比較

1)ストレス対処行動

表9に示す通り,男子の積極的対処行動は社

会的スキル3群間に有意差がみられ,多重比較

では低<中<高であった。また,消極的対処行

動は3群間に有意差がみられ,多重比較では

中・高<低であった。表10に示す通り,女子の

積極的対処行動は3群間に有意差がみられ,多

重比較では低<中<高であった。また,消極的

対処行動は3群間に有意差がみられ,多重比較

では高<中。低であった。

2)ストレス得点

表11に示す通り,男女ともストレス得点は社

会的スキル3群間に有意差がみられ,多重比較

表5.セルフェステイーム3群からみたストレス対処行動(男子)

表6.セルフエステイーム3群からみたストレス対処行動(女子)

表7.セルフェステイーム3群からみたストレス得点(反応)

SE:セルフエステイーム

表8.セルフエステイーム3群からみた社会的スキル得点

SE:セルフエステイーム
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では高<中<低であった。

3.因子分析による比較

表12は対人ストレスイベントの因子分析結果

である。第1因子には「知人から責められた」,

「知人に軽蔑された」などが挙げられ,「対人葛

藤」とした。第2因子には「会話中,何をしゃ

べったらいいのか分からなくなった」,「知人と

どのように付き合えばいいのか分からなくなっ

た」などが挙げられ「対人劣等」とした。第3

因子には「嫌いな人と会話した」,「あまり親し

くない人と会話した」などが挙げられ「対人磨

耗」とした。第4因子には「相手が嫌な思いを

していないか気になった」,「知人が自分のこと

を思っているのか気になった」などが挙げられ

「対人意識」とした。これら4つの因子で全変動

の41.99%が説明された。

Ⅳ。考 察

1.対人ストレスイベント

本調査の中学生の対人ストレスイベントで最

も訴え率の高かったのは「あまり親しくない人

と会話した(61.5%)」であり,以下「自分の言

いたいことが上手く伝わらなかった」,「自慢話

や愚痴など聞きたくないことを聞いた」が続い

た。橋本16)は,日常的な対人ストレッサーの性

質として自己主張できないことによるストレス

があり,その原因として,対人不安やコミュニ

ケーション能力の欠如が考えられるとしている。

「あまり親しくない人と会話した」や「自分の言

いたいことが上手く伝わらなかった」が多いこ

とをみると,本調査での中学生に対人不安やコ

ミュニケーション能力の欠如が窺える。

対人ストレスイベントの「つらかった十非常

表9.社会的スキル3群からみたストレス対処行動(男子)

表10.社会的スキル3群からみたストレス対処行動(女子)

SS:社会的スキル

表11.社会的スキル3群からみたストレス得点 (反応)

SS:社会的スキル

1
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につらかった」の最も訴え率が高かったのは

「知人に嫌な思いをさせた(61.4%)」であり,以

下「知人とどのように付き合えばいいのか分か

らなくなった」,「周りの人から疎外されている

と感じるようなことがあった」が続いた。この

結果を見ると,相手に「よく思われたい,嫌わ

れたくない」という気持ちが大きく,それがよ

り強いストレス反応を引き起こしていることが

考えられる。

宗像17)はストレス症状を持ちやすい人の中に

いわゆるいい子と呼ばれる人がいることを指摘

している。いい子とは「人の顔色や言動が気に

なる」,「人の期待に添うよう努力する」など自

分の感情や気持ちを抑えて期待に添うよう努力

しようとする人たちである。村松らlo)の大学生

の研究や近藤ら11'の高校生の研究でも同様の指

摘がなされている。本調査の中学生にも「人か

ら嫌われたらどうしよう」といった不安から自

分を抑えようとし,大きなストレス反応を感じ

ていることが窺える。

男子より女子の方が多かった対人ストレスイ

ベントは「あまり親しくない人と会話した」,

「自分の言いたいことが上手く相手に伝わらなか

った」をはじめとして15項目みられた。女子の

訴え率の高いことについて,島18'は女性の性周

期の後半は感情が不安定になって,突然いらい

らして怒りっぽくなったり,悲しくなったり,

涙もろくなり,ささいな出来事でもイライラし

たり落ち込むことがあるとしている。また,ス

トレッサーに過敏になりやすいことで女性の方

表12.対人ストレスイベントの因子負荷行列

因子負荷量0,3以上のものを得点順に掲載した。

11
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が男性よりもストレス反応を感じやすいとして

いる。本調査でも女子にストレス反応が強いこ

とが認められている。

橋本12)は対人ストレスイベントを①「対人葛

藤」因子(社会の規範からは逸脱した顕在的な

対人衝突事態),②「対人劣等」因子(社会的ス

キルの欠如などにより劣等感を触発する事態),

③「対人磨耗」因子(対人関係を円滑に進めよ

うとすることにより気疲れを引き起こす事態)

の3因子に分類している。本調査の中学生の対

人ストレスイベントの因子分析では4因子が抽

出された。この4因子は橋本の「対人葛藤」因

子,「対人劣等」因子,「対人磨耗」因子を含ん

でおり,それに加え「対人意識」因子が抽出さ

れた。「対人意識」因子は近藤ら11)の高校生の研

究でも抽出され,「対人磨耗」因子に近い成分と

考えられる。

男子より女子の方が高い項目を因子ごとにみ

ると「対人葛藤」因子で4項目,「対人劣等」因

子で1項目,「対人磨耗」因子で4項目,「対人

意識」因子で3項目あった。「対人意識」因子と

「対人磨耗」因子ではほとんどの項目で女子の方

が高かった。「対人意識」因子と「対人磨耗」因

子は近い成分であり,「人から嫌われたくない」,

「人とうまくやりたい」の意識が女子の方が強く,

不安や不快感を持ちやすく,男子に比ベストレ

ス反応も強いと考えられる。橋本16)は,円滑な

関係維持の重要視に伴い,顕在的な対人衝突を

極度に避ける傾向がその場しのぎ的な対人的相

互作用を促し,かえって深刻な関係性の歪みや

心理的苦痛が生じる可能性を指摘している。

2.ストレス対処行動

宗像17)は,ストレス対処行動とは「自分の対

処能力とつりあいがとれないと評価され,スト

レス反応が生じる外的,内的な生活上の要請に

応じる絶え間ない営み」のことを言い,ストレ

スを処理するための努力と言えるとしている。

また,宗像は,対処行動には課題解決の手立て

を得ようとする手段的な対処行動と,問題解決

に伴う不安などをコントロールしようとする対

処行動に区別できるとしている。前者は手段的

対処行動と呼ぶことができ,周りからの要請が

自らの対処行動を超えるものなどを感じると,

強い感情的,生理的,行動的なストレス反応が

生じ,緊張,不安,憂鬱,下痢,頭痛,タバコ

やアルコールヘの渇望などの反応であるとして

いる。後者は情緒的対処行動と呼ぶことができ,

要請に対して,緊張緩和,発散,興奮,鎮静を

通じて,適度な平常心や意欲を保つための情緒

管理を通して,その要請に応えようとすること

1

2

であるとしている。

ストレスヘの効果的対処は積極的な努力が全

て効果的とは言えないが,ストレスに効果的に

対処するには問題解決への積極的な行動が必要

であることが分かっている。一方,消極的,逃

避的な対処行動をとること,例えば,機嫌が悪

いとつい人を責めてしまう行動,泣きわめいた

り取り乱したりして自制を失ってしまうなどの

行動はストレス軽減に効果がないばかりか適切

な問題解決に失敗し,そのことでかえってスト

レスが高まり,無力感と心身の不健康との悪循

環な相互作用からストレスを慢性化させやすく,

心身の不健康へとつながる悪循環過程をつくり

やすいと報告されている17)。ストレッサーに対し

効果的に対処するためには積極的な対処行動を

とる力が必要であり,中学生に対してその力を

つけるような支援が大切と考える。

森本19)は個々人のストレスに対処する行動を

強く支援するものとして,情緒的支援網(相談

できる存在があること)を指摘している。情緒

的支援網は男性には間接的な効果であるが,女

性には直接的にストレス反応を減少させていた

ことを認めている。本調査で「信頼できる人に

相談する」,「それを人に話して気持ちを分かっ

てもらう」の2項目が全体で1位と5位であっ

たこと,どちらも女子が高かったこと,谷尾ら20) 21)

の小中学生の調査,榊原ら22)の高校生の調査,

村松ら1o)の大学生の調査でも上位にあったこと

から女性の方が周囲からの支援を求めていると

言える。

ストレス対処行動で性差が認められた項目は

9項目みられ,男子が高かった項目は6項目,

女子が高かった項目が3項目であった。男子が

高かった項目は「友達の家に遊びに行く」,「そ

れをあまり大したものでないと決める」をはじ

めとする積極的対処行動3項目,消極的対処行

動3項目,女子が有意に高かった項目は「信頼

する人に相談する」,「それを人に話し気持ちを

分かってもらう」の積極的対処行動2項目,「誰

にも相談せずに悩み続ける」の消極的対処行動

1項目であった。

積極的対処行動得点は男子17.1,女子16.6で男

子の方が高く,消極的対処行動得点は男子14.7,

女子15.2であり女子の方が高かった。このことか

ら女子の方が消極的対処行動をとりやすい傾向

にあることが窺える。伊藤23)の指摘の通り,本

調査でも男子の方が女子に比ベストレス対処の

際に積極的対処行動をしていることが分かる。

女子がストレス対処行動の中で「信頼する人に

相談する」,「それを人に話し気持ちを分かって
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もらう」という積極的対処行動をよくとる傾向

にあったことから,女子がより好ましいストレ

ス対処をできるようにするためには森本19)のい

う情緒的支援網を充実するなど,周囲の環境を

整えることが効果的だと考えられる。

本調査の中学生の対人ストレスイベントとス

トレス対処行動の関連では,対人ストレス反応

が強いほど消極的対処行動が多かった。また,

谷尾ら21)の研究においても日常ストレス反応が

強いほど消極的対処行動が多かったことから,

消極的対処行動はストレス反応の増加に起因し

ている結果であると考えられる。今後,中学生

に積極的対処行動ができるように支援していく

ことがストレスを軽減し,より好ましいストレ

スとの付き合いにつながると考えられる。

3.セルフェスティーム

セルフェスティーム得点は男子25.3,女子22.8

であり男子の方が高かった。谷尾ら20) 21)や榊原

ら22)のセルフェスティムの調査でも,全般的に

男子のセルフェスティームが高いことを報告し

ており,本調査の結果と一致する。

セルフェスティームとストレス対処行動の関

連では,セルフェスティームが高いほど積極的

対処行動が多く,セルフェスティームが低いほ

ど消極的対処行動が多いことが分かった。村松

ら10)近藤ら¨)の調査でも同様の報告がなされて

いる。セルフェスティームが高いほど積極的な

好ましい対処行動を行っていると言える。

セルフェスティームと対人ストレスの関連で

は,セルフェスティームが高いほどストレス反

応が弱かった。先の大学生や高校生でも同様に

報告されていることからも,セルフェスティー

ムが高いほどストレス反応を感じる程度が低い

と言える。これは,川西24)が示すように,セル

フェスティームが低いほど経験されるストレッ

サーの数が多くなり,自分を責めたり,逃避・

回避的な対処行動が多く,ストレス反応が強い

という結果に起因していると考えられる。

セルフェスティームと社会的スキルとの関連

では,セルフェスティームが高いほど社会的ス

キルが高いことが示された。これは大学生や高

校生での調査の結果10) 11]とも一致した。セルフ

ェスティームがストレス対処行動,社会的スキ

ルと高い関連をもっていることから,セルフェ

スティームを高める支援が積極的で好ましいス

トレス対処行動をとれること,社会的スキルを

高めることにつながっていくと考えられる。

4.社会的スキル

社会的スキル得点は男子77.7,女子79.8であり

女子の方が高かった。本研究における社会的ス

キルでは「自分に親切にしてくれる友達には親

切にしてあげる」,「友達がよくしてくれたこと

にはお礼を言う」が上位にあがった。この2項

目をはじめとする13項目に性差がみられ,いず

れも女子が高かった。この13項目は戸ヶ崎ら13)

の言う「関係向上行動」7項目,「関係参加行動」

5項目,「関係維持行動」1項目であった。この

ことから社会的スキルは女子が高く,特に「関

係向上行動」,「関係参加行動」は男子よりも高

く,女子の方が他との関係を重視する傾向にあ

ると言える。

社会的スキルと対処行動の関連では,社会的

スキルが高いほど積極的対処行動が多く,消極

的対処行動が少ない。逆に社会的スキルが低い

と積極的対処行動が少なく,消極的対処行動が

多い。つまり社会的スキルが高いほど好ましい

対処行動を行っていると言える。社会的スキル

と対人ストレスイベントとの関連では,社会的

スキルが高いほどストレス反応が弱く,逆に社

会的スキルが低いほどストレス反応が強かった。

コミュニケーション能力などの社会的スキルを

高め,よりよい対人関係を築くことが対人スト

レスと上手く付き合うための一つの手段として

有効であると考えられる。
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